
2024年度地域連携事業費

「寄り合いワークショップ」手法を活用した掛川市千浜区住民と
「ふくしあ」との協働による住み慣れた地域でいつまでも安心して

暮らせる健康な地域づくり
三輪眞知子１）江口晶子１）長山ひかる１） 遠山大成１） 櫻井郁美２）片岡詩織２）白松千愛３）

１）聖隷クリストファー大学 ２）掛川市地域包括ケア推進課 ３）南部大東ふくしあ

研究背景
掛川市は地域健康医療支援センター「ふくしあ」を市内５

カ所に設置している。近年は、ハイリスクアプローチとしての
個別支援と共にポピュレーションアプローチとしての健康な地
域づくりに発展させるべく、「ふくしあ」と地域が直接つなが
る場として「地域元気のWA!」を開催している。しかし、地域
の課題を解決する取り組みにまでに到っていないことが課題で
ある。

研究目的
「いつまでも元気に安心して暮らし続けられることができる
千浜地区」を目指し、地区住民と掛川市「南部大東ふくしあ」
が協働で地区の課題や、地区の強みを活かした解決策を話し合
うことで、共に課題解決に取り組むことである。

研究方法
１．対象

千浜6地区区長、民生児童委員、福祉委員、住民 30～40人

２．方法
事前調査と2回の寄り合いワークショップの開催

１）事前調査
大学教員と行政保健師が掛川市千浜地「外から見た資源写真地図」作成

２）寄り合いワークショップ開催
（１）第1回寄り合いワークショップ
日時：2024年11月11日（月）18:30～21:00
場所：掛川市千浜西コミュニティセンター
内容：①「いくつになっても暮らし続けられる千浜地区」問題・悩み・

将来像は？について意見地図作成、意見に重要度をつけ投票
②課題解決に向けたイラストアイディアカード作成（宿題）

（２）第2回寄り合いワークショップ
日時：2024年11月11日（月）18:30～21:00
場所：掛川市千浜西コミュニティセンター
内容：①「いくつになっても暮らし続けられる千浜地区」のイラスト

アイディア地図作成、取り組みに重要度をつけ投票
②実行計画作成
③実行計画実践の方向性の検討

結果

参加者は33人（住民22人・ふくしあ9人・学生2人）

１．事前調査結果（図１）

２．第1回結果（図2～5）

３．第２回結果（図6～9）

参加者は39人（住民29人・ふくしあ8人・学生2人）

図1 外から見たいくつになっても暮らし続けられる千浜地区の姿

４．アンケート結果（表３・図10）

配布39 人、回収数34人、回収率87%

５．寄り合いワークショップ後実行計画実施の動き（図11）

「寄り合いワークショップ」を活用することにより、一部ではあるが、地域課題解決の取り組みに至った。今後は実行計画実行委
員会などを結成させ、住民主体の持続可能な取り組みにすることが課題である。

結論（地域連携の成果・課題）

図2 グループでの話合いの様子 図3 みんなの意見の全体像

図4 重要度を投票 図5 投票結果

図6 アイディアカードの一部 図7 アイディア地図

図8 アイディアカードの一部 図9 実行計画

図10 計画実践意思表示者数

図11 実行計画実践の動き

車がないと生活が不安な一方で、地域の中で守られてきた地縁や歴史の中で作られた
つながりの拠点、また恵まれた自然環境を活かし育つ農作物などが生活を豊かにして
いる。つながりに固執することなく、企業や外国人にオープンで寛容な地区であり地
区の推しポントも有している


